
高水温下におけるホタテガイ稚貝の成長

関野 哲雄*1 ･須州 人志*2

平成 2年夏季の陸奥湾は高水温が続き､各地でホタテガイ椎貝が大量に-い死する現象が生じた｡

ホタテガイの成長 ･耐性に関する生態特性については養殖現場での調査結果をまとめた青森県水産増

殖センターで数多くの報告があり､また､成貝の成長及び成貝 ･椎貝の水温と塩分の耐性に関する研

究では山本 (1956,1957,1964)､中西 (1977)､丸 (1985)等の報告があるが椎貝 (0年貝)の夏季

高水温下における成長については､ほとんど報告がない｡

近年､初期種苗の育成にあたって､椎貝採取から中間育成に至る高水温時の育成管理が問題視され

ている｡

材 料 と 方 法

試験に用いたホタテガイ椎貝は平成 2年産貝であり､椎貝採取後の殻長 5mm以上の椎貝を対象に浅

海の水温環境下における成長を調べた｡ホタテガイ椎貝は接着剤で固定し個体識別できる状態とし､

水産増殖センター前沖の水深 5mに設置した筏から垂下した｡ 育成は平成 2年 7月5日から11月22日

までを11の期間に分けて行い､育成期間中のホタテガイ椎貝の増殻長を測定した｡

結果および考察

育成期間中の水温は7月中は17.9-21.6℃であったが8月2日以降は23℃以上が56日間連続し､8

月7日から9月14日までは24℃以上が続いた｡水温のピークは9月1日の25.7℃でありその後は低下

し､9月27日以降は23℃を下回り､10月10日以降は20℃を下回った｡実験終期の11月は17.8-12.4℃

で変化した｡(図1)

育成結果を表 1に､育成期間中の成長を表 2に示した｡育成期間は7月5日から11月22日までの140

日間であるが､成長量の変化をしらべるため11の期間に分けている｡貝殻の成長測定では使用する椎

貝のサイズが問題となるため､同一個体を連続して測定しているが､今回の実験では育成期間中に椎

貝のへい死が生じたため､やむを得ず育成期間を細分している｡なお､連続性を保持するため比較的

サイズの似た椎貝を使用し､期間内の増殻長 を累積したところ開始時に7.5mmであった椎貝は終了時

には36.6mmになった｡

*1 現 青森県水産部 *2 現 青森県水産部漁業振興課
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表 1 育成結果

育成期間 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑲ ⑪7/5- 7/19- 8/23-8/31-9/3- 9/12-9/20- 9/25-
9/25-10/8-ll/1-7/19 8/23 9/13 9/3 9/ll 9/25

10/22 10/3 10/8 ll/7 ll/22巾) (35) (21

) (3) (8) (13) (32) (8) (13) 鋤 (Zl)開始時の平均殻長(mm) 7.5 9.

9 16.0 12.8 18.0 19.4 17.9 14.6 21.4 25.0 28.3終了時の平均殻長(mm ) 10.4 14.0 18.7 12.8 18.7 21.

5 27.4 18.8 25.2 34.8 35.0サ ン プ ル 数 ll ll 28 10 2 55 6 6 50 3

0 24水 温 範 囲(℃)17.9- 19.5- 23.8- 24.7- 23.9- 23.3
- 19.5- 21.7- 21.

0- 16.1- 12.4-19.5 24.4 2

5.7 25.7 25.1 24.5 23.3 23.3 23.5 19.7 17.8( )内は日数表 2 育成期間

中の成長育成期間 ～7/5 ① @ ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ @ ⑲ ⑪7/5- 7/19- 8/23- 8/31- 9/3- 9/ll- .9/25-
10/8- 10/22- ll/1- ll/7-7/19 8/23 9/13 9/3

9/ll 9/25 10/8 10/22 ll/1 ll/7 ll/22山 一 (35) (8) (3) (8

) (川 個 (14) 冊 (6) 個日間成長量(〝m/冒) 208 116

126 0 88 159 291 311 326 324 322増殻長指数 2.00- 0.82- 0.74- 0 0.47- 0.74- 1.15- 1.06- 0.99- 1.08- 0.92-2.77 1.17 0.79 0.49

0.83 1.36 1.24 1.ll 1.15 1.07累積増殻軸 内 7.5 10.4 14.5 15.5 15.5 16.2 18.4 22.2 26.5

29.8 31.8 36.6平均水温CC) 18.9 22.3 24.0 25.1 24.3 23.7 21.5 1

9.8 18.1 16.9 14.1*増殻長指数-(日間成長量/殻長)×100図 1に

育成期間中の 日間成長量 と水温の変化 を示 した ｡ 日間成長量は 7月中旬 までは200〃m以上であったが水

温の上昇 とともに低下 し､水温が25℃以上になった8月31日か ら9月3日には成長はストップした｡水温が下 降 し23℃以下

になった 9月下旬には再び200〝m以上に回復 し､20℃以下になった10月中旬以降は300〝m

以上 であった｡図2に増殻長指数 ((日間成長量/殻長)×100)の変化 を示 した｡増殻長指数は 1日に成長す る割

合であ り同一成長 量では殻長が小 さいほ ど指数は大 きくなる｡ 7月5日か ら7月19日の平均殻長7.5-10.4mm､水温17.9-19.5℃の増殻長指数は2.77-2.00で育成期間中も高 く成長が良かった｡

しかし､水温が上昇 し23℃以上になった期間は概ね 1以下 とな り特に､ 8月下旬か ら9月上旬の

24℃以上では0.5以下であった｡秋の水温下 降期の うち9

月25日か ら10月8日の平均殻長18.4-22.2mm､水温23.3-21.0℃での増殻長

指数は1.36-1.15で育成期間中 2番 目に高 く23℃以下になると成長は回復す ることが判

明 した｡また､ 8月下旬か ら9月上旬の高水温時には椎貝のへい死がみ られ､外套膜が後退 した痕跡

が観察 されている｡ なお､本試験は供試個体が少ない例 もあ り標本誤差 も考えられることか ら､さらに精度 を高める供
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の時期は底生生活に移行する発育段階であることから成長の停滞が生じると良質な種苗を生産できな

いことになる｡

夏季高水温のホタテガイ養殖管理では椎貝の成長停滞を避けるため水深の深い層に移す必要がある

と考えられる｡
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